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　令和元年度の研究科・学部の統計概況は以下の通
りである．
　園芸学部・研究科の専任教員数は，前年度から１
名減少し，事務職員数は１名減少した．専任教員の
定年退職者は１名だったが，１名の転出者があり，
１名の採用があった．
　学生数は，学部学生が７名減少した．昨年度から
４年生の定員が10名減少しているので，主に定員減
の影響と思われる．１～３年生では９名増加してお
り，昨年やや多かった中退者はいったん落ち着いた
ようである．定員充足率は，４年生以外の学年では，
いずれも100%～110%の間にある．
　昨年募集を停止した園芸別科では，学生がいなく
なった．
　博士前期課程の学生数は前年度から３名減少し
た．留学生は13名増加した．博士後期課程の学生数
は２名減少した．博士前期課程の留学生比率は34%
だが，同後期課程の留学生は60%である．そのうち
中国人留学生が博士前期課程留学生の93%，同後期
課程留学生の59%と昨年度よりさらに増加してい
る．定員充足率は博士前期課程１年が122%だった．
博士前期課程１年と２年はそれぞれ156%と150%で
基準の130%を上回っており，是正が求められるが，
恒常的に学生が多い状態が続いているので，機会を
得て定員増が望まれる．
　海外へ留学した日本人学生は，昨年度の53名から
40名に減少した．
　学部の志願倍率は，昨年度低下したが，平成30年
度は4.2倍と前年より増加した．志願者数で94名増加
し，実際の受験者数も41名増加したためである．ま
た，昨年合格者がなかったAO入試で２名の合格者
がでた．応用生命化学科は引き続き高い人気がある
が，本年度は食料資源経済学科の志願者が増加した．
一方，緑地環境学科の志願者が22名減少しており，
今後の動向を注視したい．
　大学院博士前期課程の志願倍率は1.6倍，同後期
課程は1.2倍だった．
　課程博士の取得者は昨年度の11名から16名に増
え，論文博士は３名から２名に減少した．
　平成30年度の学部卒業生に対する就職者数の割合
が56%，進学者の割合が38%であり，ほとんどの卒
業生が就職または進学したが，大学院進学者の割合
は減少傾向にある．平成30年度の博士前期の就職者
数の割合は80%，進学者の割合は８%で，就職が増
え博士後期進学者は減少している．博士後期の就職
者数の割合は57%である．
　平成30年度の財務概況では，運営費交付金等収入
が前年度より195万円減少したにも関わらず，経常
収支で小幅ながら22万円の黒字となった．昨年は15
万円の赤字だったから収支で37万円の増であるが，
229万円の支出削減が行われた．支出削減は，事務
方によるコストカットの努力によるところが大きい．
　外部資金収入は，前年度から13百万円減少し378
百万円となった．科学研究費はほぼ同額で，受託研
究費が６百万円，奨学寄付金が16百万円増加したが，
受託事業費と共同研究費が３百万円，補助金が28
百万円減少した．その結果，研究科経営に使用でき
る間接経費は27百万円だった．間接経費の増額は引
き続き研究科の課題である．
　本記事の作成にあたっては，中村一樹総務係長を
はじめとして，園芸学研究科事務部の多大な協力を
いただいた．最後に，記して，感謝申し上げる．
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〈教員数（令和元年11月１日現在）〉　Faculties number in 2019
教授
Professor
准教授
Associate Pro
講師
Lecturer 
助教
Assistant Prof.
計
Total
生物資源科学コース 17（フィ２，国１，教１） 11（フィ１） ５（フィ１）４（特任１含む） 37（フィ４，教１，国１）
緑地環境学コース ９（海１，国１） ９（教１，海１） ３（フィ１）（特任１含む） 21（フィ１，海２，教１，国１）
食料資源経済学コース ４（国１） ２ １ １ ８（国１）
計 30（フィ２，国３，海１，教１）22（フィ１，海１，教１）６（フィ１） ８（フィ１）（特任２含む） 66（フィ５，海２，教２，国３）
※ （　）内の「フィ」は環境健康フィールド科学センター，「海」は海洋バイオ研究センター，「教」は教育学部，「国」は国際教養学部の兼務
及び兼担教員を外数で示す．
〈事務職員数（令和元年11月１日現在）〉 　Secretariat office staffs in 2019
常勤職員 非常勤職員 計
課長 １ １
副課長 １ １
総務係 　　  ５（１） ２ 　　 ７（１）
会計係 ４ ３ ７
学務係 ６ ３（ISD松戸１含む） ９
（附属図書館松戸分館 ３ １  ４）
※（　）内は，育児休業代替雇用職員を内数で示す．
〈学生数（令和元年11月１日現在）〉　Students number in 2019
【園芸学部】 Faculty of Horticulture　 
４年 ３年 ２年 １年 計
園芸学科  75 　　 64（１） 66 　　 67（１） 272（２）
応用生命学科  35 　　 35（１） 30 34 134（１）
緑地環境学科  78 　　 70（２） 　　 63（２） 　　 70（１） 281（５）
食料資源経済学科  39 29 　　 31（１） 　　 32（１） 131（２）
計 227 　　198（４） 　　190（３） 　　203（３） 818（10）
（　）内は外国人留学生を内数で示す．
【大学院園芸学研究科】 Graduate School of Horticulture　
博士前期課程 博士後期課程
２年 １年 計 ３年 ２年 １年 計
生物資源科学コース  71（８） 63（９） 134（17） 生物資源科学コース 18（12） 13（５） ８（６） 39（23）
緑地環境学コース  71（37） 62（35） 133（72） 緑地環境学コース 20（13） 11（７） 18（10） 49（30）
食料資源経済学科 5（３） 4（２） 9（５） 食料資源経済学科 1（０） 3（２） 2（１） 6（３）
計 147（48） 129（46） 276（94） 計 39（25） 27（14） 28（17） 94（56）
（　）内は外国人留学生を内数で示す．
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〈外国人留学生数（令和元年度）〉　International students number in 2019
【博士前期課程】
ア　ジ　ア
中国 87
インドネシア  2
韓国  2
タイ  1
中　南　米 パナマ  1
ア フ リ カ ナイジェリア  1
合計 94
【博士後期課程】
ア　ジ　ア
中国 34
タイ  6
インドネシア  6
ミャンマー  3
韓国  2
フィリピン  2
ネパール  1
欧　　　州 ロシア  1
ア フ リ カ
ナイジェリア  1
ガーナ  1
ウガンダ  1
合計 58
〈日本人学生の留学・派遣状況（令和
元年度）〉　Students sent abroad in 2019
ア　ジ　ア
タイ 11
中国  7
フィリピン  2
マレーシア  1
インドネシア  1
欧　　　州
イギリス  3
スウェーデン  2
ロシア  1
東　　　欧 トルコ  1
北　　　米
アメリカ  4
カナダ  3
中　南　米 パナマ  4
計 40
〈受験者数（平成30年度実施）〉　Number of examinees in 2018
【園芸学部】（合格者／受験者（志願者）） Successful candidates/examinees in Faculty of Horticulture
ＡＯ 国　費 先　進 創　発 私費外 前期日程 後期日程 計
園芸学科 1／2（２） ― ― 4／9（９） 1／2（２） 50／122（126） 15／ 64（124） 71／199（263）
応用生命化学科 1／4（４） ― ― ― 1／3（３） 26／ 93（ 98） 10／ 38（117） 38／138（222）
緑地環境学科 0／3（３） ― ― ― 3／7（７） 54／108（114） 19／ 69（121） 76／187（245）
食料資源経済学科 ― ― ― 0／5（５） 2／4（４） 24／106（109） 12／ 48（ 89） 38／163（207）
計 2／9（９） ― ― 4／14（14） 7／16（16） 154／429（447） 56／219（451）223／687（937）
【大学院園芸学研究科】　Successful candidates/examinees in Graduate School of Horticulture　
第１回 第２回 計
博士前期課程 受験者 合格者 志願者 受験者 合格者 志願者 受験者 合格者 志願者
生物資源科学コース  75（９）  68（５）  86（10） 0（０） 0（０） 0（０）  75（９）  68（５）  86（10）
緑地環境学コース  71（35）  65（32）  80（40） 2（２） 2（２） 2（２）  73（37）  67（34）  82（42）
食料資源経済学コース   6（２）   6（２）   7（２） 0（０） 0（０） 0（０）   6（２）   6（２）   7（２）
計 152（46） 139（39） 173（52） 2（２） 2（２） 2（２） 154（48） 141（41） 175（54）
第１回 第２回 計
博士後期課程 受験者 合格者 志願者 受験者 合格者 志願者 受験者 合格者 志願者
生物資源科学コース  6（３）  6（３）  6（３） 1（１） 1（１） 1（１）  7（４）  7（４）  7（４）
緑地環境学コース 10（６） 10（６） 10（６） 3（２） 2（２） 3（２） 13（８） 12（８） 13（８）
食料資源経済学コース  1（１）  1（１）  1（１） 0（０） 0（０） 0（０）  1（１）  1（１）  1（１）
計 17（10） 17（10） 17（10） 4（３） 3（３） 4（３） 21（13） 20（13） 21（13）
※（　）内は外国人留学生を内数で示す．
※博士前期課程の第２回入試は実施なし．
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〈大学院学位授与者数（平成30年度）〉　Number of Ph.D. and Master grantors in 2018　
　　　　　　　　　　　　　  修士
博士前期課程
生物資源科学コース　　　　　 74
緑地環境学コース　　　　　　 42
食料資源経済学コース　　　　  4
　　　　計　　　　　　　　　120
　　　　　　　　　　　　 課程博士　　 論文博士
博士後期課程
生物資源科学コース　　　　　 6　　　　　 2
緑地環境学コース　　　　　　 9
食料資源経済学コース　　　　 1
　　　　 計 　　　　　　　　16　　　　　 2
《外国人教員受入数（平成30年度）》
Staying foreign faculties in 2018
地域　　　　　　 受入数
　アジア　　 　　59
　北米　　　 　　 1
　欧州　　　 　　 3
　中南米　　 　　 3
　アフリカ　 　　 0
　中近東　　 　　 3
　オセアニア 　　 2
計　71
《教職員の海外派遣数（平成30年度）》
Faculties sent abroad in 2018
地域　　　　　　 派遣数
　アジア　　 　　57
　北米　　　 　　 7
　欧州　　　 　　17
　中南米　　 　　 2
　アフリカ　 　　 0
　中近東　　 　　 3
　オセアニア 　　 2
計　88
《国際交流協定数（平成30年度）》
 International exchange agreements in 2018 
大学間交流協定
【学術交流】 【学生交流】
地域 協定数 地域 協定数
　アジア 　　23 　アジア 　　23
　北米 　　 0 　北米 　　 0
　中南米 　　 2 　中南米 　　 2
　欧州 　　 4 　欧州 　　 4
　オセアニア 　　 1 　オセアニア 　　 1
　中近東 　　 2 　中近東 　　 1
計　32 計　31
部局間交流協定
【学術交流】 【学生交流】
地域 協定数 地域 協定数
　アジア 　　31 　アジア 　　24
　北米 　　 4 　北米 　　 2
　欧州 　　 7 　欧州 　　 7
計　42 計　33
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〈就職者数（平成30年度）〉　Employment of graduate students in 2018　
区　　　分
学部学生 別科生
大学院
博前期課程 後期課程
30年度
29
年
度
28
年
度
29
年
度
30
年
度
29
年
度
30
年
度
29
年
度
?? ??????????????????
?
??
?
卒業・修了者数 62 32 67 31 192 204 191 9 120 97 14 20
??????就職者数 32 12 36 28 108 109 102 4  97 71  8 14
進学 27 19 24  3  73 88  83 1  10 12  0  0
自家営業  0  0  0  0   0   1   0 1   0  0 0  0
上記以外  3  1  7  0  11   6   6 3  13 14  6  6
???????
農林業  4  0  0  1   5   5   2 1   3  0  0  1
建設・造園・環境関連  0  0  6  1   7   9   7 1   7 14  1  0
???
食品・飲料・煙草  7  2  1  1  11   9  10 0  17 14  0  0
化学工業  1  2  0  0   3   1   5 0  11  3  1  0
機械類  1  0  0  2   3   2   1 0   4  3  0  0
その他の製造業  2  0  1  1   4   0   1 0   5  0  0  0
卸売・小売  1  1  3  3   8  22   8 1   5  4  0  0
金融・保険・不動産  1  1  3  4   9  12   9 0   3  2  0  0
運輸関連  1  0  1  0   2   1   2 0   0  1  0  0
情報通信関連  2  2  1  4   9   9   6 0   5  7  0  0
教育・学術開発研究  2  1  6  2  11  11   5 0  19  6  3 10
複合サービス事業  1  0  0  3   4   2   5 0   0  4  0  0
その他のサービス事業  2  0  2  1   5   2   9 0   2  1  0  1
???
地方  5  3  9  2  19  13  26 0   9  8  0  1
国家  2  0  3  2   7   5   2 0   6  3  0  1
上記以外の業種  0  0  0  1   1   6   4 1   1  1  3  0
計 32 12 36 28 108 109 102 4  97 71  8 14
○平成30年度学部卒業生の進路比率
　進学：54％
　進学：40％
　自営：０％
　上記以外：６％（公務員受験準備，就職活動継，留学等）
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〈財務概況（平成30年度）〉　Financial statements in 2018　
項目 件数 金額（円） 主な契約先
収入
運営費交付金等 174,083,275
小計 174,083,275
【外部資金】
受託研究 22 111,638,165 農林水産省・環境省等
受託事業 23 17,284,670 企業・地方公共団体
共同研究 38 61,733,487 企業・地方公共団体
補助金 5 10,808,338 文部科学省
寄附金 44 48,109,241
科学研究費補助金 88 102,053,000
間接経費 26,723,192
小計 378,350,093
総合計 552,433,368
支出
項目 金額（円）
運営費交付金等 173,866,198 217,077
小計 173,866,198 217,077
【外部資金】
受託研究 111,638,165
受託事業 17,284,670
共同研究 61,733,487
補助金 10,808,338
寄附金 48,109,241
科学研究費補助金 102,053,000
間接経費 26,723,192
小計 378,350,093
総合計 552,216,291 217,077
　 項目 単位 数量
資産
土地面積 ㎡ 148,398
建物延べ床面積 ㎡ 28,106
